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研究概要 

薬用資源として，中国で美容や健康長寿を目的に古くから飲用されてきた苦丁茶，および沖縄県石垣島で糖

尿病治療に有効とされてきたマンジェリコン茶に着目した。それぞれダイエットや血糖低下作用などを目的に伝

統的に引用され，現在も茶葉が市販されているが，その作用メカニズムや主要有効成分は明らかにされていな

い。そこで本研究ではそれぞれの茶葉として用いられる Ilex latifolia (IL)および Ocimum gratissimum (OC)葉抽

出エキスによる食後血糖上昇抑制作用とその有効成分を明らかにすることで，苦丁茶やマンジェリコン茶の有効

性に対して科学的根拠を得ることを目的とした。IL 葉および OC 葉から 50% ethanol により含有成分を抽出した 
(IL-ext および OC-ext)。ICR マウスに α-starch 溶液 (4 g/kg, p.o.)もしくは glucose 溶液 (2 g/kg, p.o.)とともに

IL-ext を経口投与し，食後血糖上昇抑制作用を検討した。IL-ext については，溶媒抽出法およびカラムクロマト

グラフ法により，主要含有成分として知られる caffeoylquinic acids (CQAs)と triterpenoid saponins (TSs)をそ

れぞれ豊富に含む画分を分取し，糖消化酵素に対する阻害活性を検討した。主要含有成分が不明な OC-ext に
ついては溶媒抽出法により，水溶出 (W)画分と酢酸エチル (AE)画分に分配後，さらにカラムクロマトグラフ法に

より 4 画分を分取し(Fr. AE1-4)，糖消化酵素に対する阻害活性を検討した。 
その他以下の課題について検討を行った。非ステロイド性抗炎症薬誘発性肝障害における肝障害誘導機構

の解明と代謝酵素および輸送体の役割，トランスポーター周辺タンパク質の調節による抗がん薬デリバリー効率

の改善，薬物誘発性肝障害における肝組織中 prostaglandin E2 動態変動，炎症時の肝臓および腎臓における

トランスポーター変動機構。 
 

研究成果 

α-Starch および glucose 投与後の血糖上昇は，IL-ext 同時投与によりいずれも有意に抑制された。次に IL-
ext による血糖上昇抑制作用機構を明らかにするため，糖の消化酵素に対する阻害活性を検討した。IL-ext はヒ

ト由来 maltase を濃度依存的に阻害し，50％阻害濃度 (IC50)は 272.5 µg/mL と算出された。そこで IL-ext の血

糖上昇抑制作用に対する有効成分を特定するため，CQAs 画分と TSs 画分を分取して maltase 阻害活性を検

討したところ，IC50は CQAs 画分で 27.0 µg/mL，TSs 画分で 614.8 µg/mL と算出された。CQAs 標品を用いて

maltase に対する IC50を検討した結果，3-CQA，4-CQA，5-CQA は 682.4，428.0，469.7 µg/mL，3,4-di-CQA，
3,5-di-CQA，4,5-di-CQA は 9.0，81.1，65.4 µg/mL であった。また，IL-ext の maltase IC50中 3,4-di-CQA 濃度

に対する 3,4-di-CQA の maltase IC50比 ([CIC50]/IC50)は 1.027 であったことから，阻害活性は主に 3,4-di-CQA に

よることが示唆された。以上より，IL-ext による血糖上昇抑制効果は，3,4-di-CQA による糖の消化酵素阻害が

一因であることが明らかとなった。 



OC-ext についても α-Starch および glucose 投与後の血糖上昇を，同時投与によりいずれも有意に抑制し

た。また糖の消化酵素に対する阻害作用を示す有効成分を探索するため，1 mg/mL の W 画分と AE 画分でマ

ルターゼ阻害活性を比較した結果，AE 画分で有意に強い阻害活性が確認された。さらに Fr. AE1-4 のうち，水

に可溶な Fr. AE2-4 について同様に検討した結果，Fr. AE3 および 4 で有意に強い阻害活性が確認され

た。現在，主要な有効成分を同定するため HPLC により分取精製を試みている。 
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